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学術情報を
⾒つける、集める、使ってみる



本フォーラムのスケジュール
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14:00‐14:15 CiNiiを通じた学術情報の発⾒と利⽤
⼤波 純⼀（国⽴情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター）

14:15‐14:30 ⼈⽂情報における課題と未来（仮）
関野 樹（国際⽇本⽂化研究センター）

14:30‐14:45 バイオサイエンスにおけるデータ発⾒
⼋塚 茂（科学技術振興機構バイオサイエンスデータベースセンター）

14:45‐15:00 ⼤学図書館における知識発⾒
⼭形 知実（北海道⼤学図書館）

15:00‐15:15 ディスカッション
15:15‐15:30 質疑応答

分野や提供者ごとに異なる
「学術情報を⾒つける、集める、

使ってみる」考え⽅
↓

学術情報や知識の発⾒の在り⽅



2021/11/9
国⽴情報学研究所

オープンサイエンス基盤研究センター
⼤波純⼀
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CiNiiを通じた
学術情報の発⾒と利⽤

「学術情報を⾒つける、集める、使ってみる」
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国⽴情報学研究所が提供する学術コンテンツ

NII-REO

I学術機関
リポジトリ

⼤学・学術機関

図書・雑誌情報 研究情報

811機関

J-STAGE
(JST) NDL 

他機関のDBサービス

論⽂情報

⼤学
図書館等
⼤学

図書館等 1,341機関

IRDB

JSPS MEXT

論⽂情報の
メタデータ・
リンク情報
2,201万件

CiNii
Articles

機関リポジトリ搭載
の学術情報の

メタデータ・リンク情報
316万件

学術出版社

学協
会学協
会学協
会

科学研究費助成事業
の研究課題・成果情報

91万件

NIIの提供する学術コンテンツ
提 供

収集
アーカイ

ブ 電⼦化

収集

機関発信情報

NII-DBR

専⾨学術
情報資源

（データベース）
204万件

専⾨学術情報

NACSIS
-CAT 受⼊

OUP
Springer ＊データ件数は

令和2年3⽉末現在

海外電⼦ジャーナル
等の本⽂情報

412万件
⼈社系電⼦コレクション

66万件

共⽤
リポジトリ

CiNii
Books

図書・雑誌の
書誌・所在情報
書誌1,218万件
所蔵1.45億件

KAKEN

学術コンテンツ基盤︓学術コンテンツの確保と提供

CiNii
Dissertations

博⼠論⽂の
メタデータ・
リンク情報

66万件

データ統
合



学術検索基盤
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2021年4⽉より正式公開された、国⽴情報学研究所の新サービス
⼀つの検索画⾯から多様な学術情報へ、イージーアクセス

https://cir.nii.ac.jp/
論⽂ 書誌

研究プロジェクト博⼠論⽂
研究データ

ファンディング情報

博⼠号情報

OpenBDを利⽤した
書影画像

データ本体への
アクセスリンク

参考⽂献や引⽤
情報



CiNii Researchに含まれるデータ件数
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3000万件以上の研究データ、
プロジェクト、論⽂、書誌情報を搭載
2021年5⽉時点のCiNii Research検索エントリ数

論⽂ 9,258,151
研究データ 191,988

本 12,737,134
博⼠論⽂ 673,510

その他成果物 6,552,789
プロジェクト 967,919

計 30,381,491

NIIが以前から公開していた学術サービス、

等のデータを、内部で統合し関係性を追加



お知らせ

• 統合に関するスケジュール等の詳細については、
現在Webページで公開中です。
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• 2022年4⽉1⽇より、CiNii ArticlesはCiNii Researchへ統合し、
論⽂検索はCiNii Researchに⼀本化します。

統合で影響のある機能
スケジュール等

各CiNiiの右上お知らせリンク NII学術コンテンツサービスサポートページ
https://support.nii.ac.jp/ja/news/cir/20210706
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学術情報の発⾒は
どうあるべきか︖



学術情報を発⾒する⽬的
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多くの学術情報検索基盤では、以下の⽬的のためサービスを公開

知識の発⾒

研究資源の発⾒

成果情報の発⾒

汎⽤性のある知識や、これまでに分かっている情報が知りたい

先⾏研究や研究の⽷⼝となる情報が知りたい

研究者や機関が公開し、評価される成果が知りたい

これらの⽬的にサービスはどのように応えるか︖
→スムーズに求められる情報を出す



インターネット時代の発⾒のプロセス

• GoogleやYahooで⾏うような、「情報に関連するキーワード」
をボックスに⼊⼒して、ヒットしたものを上から⾒ていく。

• 「上位分類」のキーワードを⼊⼒し、ヒットした概要から対象
の概念を掴む。

• 「相同な概念や連想される概念」のキーワードを⼊⼒し、ヒッ
トしたものをキャッチする。
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知識の発⾒ 研究資源の発⾒ 成果情報の発⾒



CiNii Researchの「COVID‐19」検索結果
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https://cir.nii.ac.jp/ja/all?q=COVID‐19 （Accessed: 2021/06/16）

複数のソースから得られた
エンティティを、DOI等の
識別⼦を⽤いて統合し、
横断的に情報収集可能

COVID‐19の研究に関する情報を、⼊り⼝（プロジェクト）から、
出⼝（論⽂、本、研究データ）まで、3000万以上の項⽬から幅広く収集可能
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研究関連リソース
エンティティ間の

関係性
・引⽤関係
・親⼦関係
・同⼀関係
・時空間情報

研究
課題
研究
課題

論⽂
情報
論⽂
情報

書誌
情報
書誌
情報

研究
データ
研究

データ

博⼠
論⽂
博⼠
論⽂

研究関連リソースへのアクセスと関係性

知識発⾒基盤としての⼀本化
エンティティの関係性を介した統合化



さらに開拓していくべき発⾒のプロセス
• セマンティクスの開拓

• 外部のデータと「紐づく」探し⽅
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主語・述語・⽬的語を使った検索意図に答えられる検索結果を。

JPCOARスキーマをベースに記述されたメタ情報へ、問い合わせる基盤
構築（SPARQLエンドポイントや、より⾼度化された詳細検索などのイ
ンターフェースの開発）

分野ごとの学会で定められた標準的なデータ、実験機器からの出⼒、
場所情報を有するデバイスとの連携など、よりドメイン特異的な情報
を発掘できるようにする。

分野ごとのデータベースセンターとの連携や調査を経て、CiNii Research
のスキーマやデータの拡張を模索
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史学

⽂学

社会
学

⼼理
学

⽂化⼈
類学考古

学

⾔語
学

宗教
学法学

哲学

物理
学

数学

地学

⽣物
学

建築
学

情報
学

航空
⼒学

化学

医学
薬学

農学

経済
学

材料
科学政府

データ
ツール
情報 オープン

データ

研究
課題

論⽂
情報

書誌
情報

研究
データ

博⼠
論⽂ ⼯学

研究関連リソース

CiNii Researchの将来イメージ

海外研究データ基盤 分野別データ基盤

JDCat (⼈社データカタログ)
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ご清聴ありがとう
ございました︕


